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研究成果の概要（和文）：現在共同研究者であるヘラルド・ボト博士との共著論文を準備中である。ジローナ旧
市街の形成において、サン・フェリウ聖堂とサンタ・マリア大聖堂の両聖堂の建設活動そのものや、建設を組織
する司教座や参事会が重要な役割を果たしていたことが明らかになりつつある。3Dスキャンニングによって得ら
れたデータなどを活用しながら、サン・フェリウ聖堂の遺構そのものの建設フェーズをまず明らかにし、続いて
そうした連続的な建設過程がジローナの都市空間の変容と、具体的にどのような関わりを持っていたのかを解明
したい。

研究成果の概要（英文）：Dr. Gerardo Boto and I are preparing a joint paper based on this research 
project. In this paper, we will discuss how the construction activities of the church of Sant Feliu 
and the cathedral of Santa Maria provided a new spatial organization to the city of Girona. The 
importance of the episcopal see and the cathedral chapter as urban developers will also be examined.
 First, utilizing the information obtained by 3D-scanning and other measurement, we would like to 
show detailed construction phases of the church of Sant Feliu, so that these continuous process can 
be associated with the transformation of Girona's urbanism.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
これまで宗教建築遺産は、自立した芸術作品や技術的成果として、あるいは他の場所にある関連する建築との芸
術的・技術的な関連性によって語られることが多かった。しかし、都市内に立地する建築というものは、空間的
にも時間的にも都市の文脈に強く規定され、長期に渡ってときにゆっくりと、ときに激しく形を変えながら建
設・増改築されてきた。本研究は、こうした歴史的都市の都市組織の一部として宗教建築を再評価する点に学術
的な意義があると考えられる。



様 式 Ｆ－１９－２ 
１．研究開始当初の背景 

 本研究は、イベリア半島中世都市が成立・発展・変容していく複雑な過程を、司教座や修道
院といった宗教勢力の介入という観点から分析し、その様相を明らかにする基課題「イベリア
半島中世都市の形成と整備に宗教勢力が及ぼした影響についての建築史的研究」（若手研究
（Ｂ））を発展させるものである。基課題を実施する中で、より具体的で実証的な事例研究が必
要であることが明らかとなった。特定の都市を研究対象として絞り込むことで、文献資料への
アクセスを確保し、現地研究者と協働することが可能であると考えた。共同研究者の協力を得
られるかどうかも踏まえていくつかの候補地を選定し、その中からスペイン・カタルーニャ州
ジローナに焦点を絞った。 

  

２．研究の目的 

 本研究の目的としては、当初、カタルーニャの歴史都市ジローナを中心に、大聖堂の建設や
聖職者による住区開発といった行為を通して、宗教勢力が都市整備に果たした役割を解明する
こととした。ジローナという比較的小規模な司教座都市の形成過程を解明することで、スペイ
ン中世・近世都市の形成過程について新たな視座を提供し、また同時にわが国におけるイベリ
ア半島都市研究を大きく発展させることが見込まれると考えたからである。 

 実際に現地での共同研究を始めてから、現在のサンタ・マリア大聖堂を扱うより、それ以前
に司教座が置かれたと推定され、サンタ・マリア大聖堂を補完する役割を果たしたジローナ旧
市街北部に位置するサン・フェリウ聖堂（Sant Feliu）、およびその周辺地区のほうが、より今
回の研究対象に相応しいと考えられるようになった。そこで、サン・フェリウ聖堂の 1285 年
以前の建築のあり方を解明することを、より具体的な研究対象として定めた（図 1）。 

 

 

図 1 13 世紀中葉のジローナ（推定復元都市図）（Josep Canal, Eduard Canal, Josep Maria 

Nolla & Jordi Sagrera, Atles d'Història Urbana de Girona. Segles VI aC - XVI, Ajuntament 

de Girona, ICC, 2010 に筆者加筆） 

 

３．研究の方法 

 研究方法としては、考古学・都市史・建築史・美術史といったさまざまな学問分野の既往研
究を渉猟し、（1）ジローナにおけるロマネスク建築およびゴシック建築の特質（2）ジローナ
司教座や大聖堂参事会の都市形成との関連（3）ジローナ旧市街についての考古学的知見を収
集し、総合的に検証した。また、他の大聖堂と大聖堂都市との比較検討を行い、研究の現状と
問題点について検討した。さらに、サンタ・マリア大聖堂およびサン・フェリウ聖堂、また周
辺市街地での複数回に亘る実地調査を行い、建築的特徴について記録を行った。最後に、共同
研究者のボト教授が 2018 年末にサン・フェリウ聖堂内部の 3D スキャンを実施し、それをも
とに詳細な図面を作成して建設時期や増改築のあり方について分析した。 

 
４．研究成果 



 現在までの成果の概要としては下記学会発表①にて提示する予定である。また、詳細な研究
成果については現在国際学術雑誌への投稿を準備中である。 
 これまで、各モニュメントの建築と、都市発展の物理的な状況と過程は別々に扱われてくる
ことが多かったが、サンタ・マリア大聖堂、サン・フェリウ聖堂、そしてジローナ旧市街全体
のタイムラインと実際の都市空間を総合的に検証することで、中世都市組織の変容と教会堂の
関係性、教会堂がどのようなタイミングで、どのような意図をもって増改築され、あるいは元
の敷地の周辺市街地を取り込んで新築されるかというプロセスが明らかになりつつある。また、
古代末期に建設され、ゴシック様式で一旦の完成を見たサン・フェリウ聖堂の知られざるロマ
ネスク期の建設プロセスについても、3D スキャンデータの解析によって、新たな知見が得ら
れており、この点についてもモノグラフ論文を準備中である。さらに、13 世紀末までのジロー
ナのサン・フェリウ聖堂という具体的なケーススタディから得られた知見は、より普遍的な中
世都市と宗教建築の関係性について、多くの示唆をもたらしている。 
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